
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
耕
地
の
存
在
様
態

豊
後
岡
藩
柏
原
組
の
一
例

　
　
　
　
　
一
、
は
じ
め
に

　
筆
者
は
、
以
前
に
「
菱
竿
検
地
史
料
の
所
見
」
と
題
す
る
小
論
を
公
表
し
、
万

治
二
年
の
豊
後
岡
藩
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
菱
竿
検
地
」
と
呼
ば
れ
る
内
検
の

「
打
出
」
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
釘
。
こ
の
小
論
に
対
し
、
内
検
そ
の
も
の

の
性
格
規
定
に
つ
い
て
の
追
求
が
や
や
不
足
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
ご
指
摘
を

頂
い
た
。

　
こ
の
指
摘
の
問
題
は
、
確
か
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
同
藩

に
お
け
る
菱
竿
検
地
を
含
め
る
初
期
内
検
に
係
わ
る
史
料
は
、
極
め
て
乏
し
く
、

万
治
の
内
検
帳
の
存
在
事
例
で
さ
え
、
数
指
を
折
る
程
度
に
過
ぎ
な
く
、
新
手
法

に
依
る
と
伝
え
ら
れ
る
万
治
検
地
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
幕
末
期
に
編
纂
さ
れ
た

史
料
の
解
題
に
よ
る
以
外
に
知
る
術
は
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
た
ま
た
ま
、
関
係
史
料
の
探
索
過
程
で
、
先
の
そ
の
小

論
に
用
い
た
史
料
群
中
に
、
寛
文
元
年
の
「
柏
原
組
村
鏡
御
胞
」
な
る
史
料
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
こ
の
史
料
は
、
後
述
す
る
如
く
、
そ
の
保
存
状

態
は
、
極
め
て
劣
悪
で
、
し
か
も
尾
部
を
欠
失
す
る
と
い
う
不
完
備
の
史
料
で
あ

る
が
、
史
料
そ
の
も
の
は
、
万
治
の
新
手
法
内
検
開
始
か
ら
二
年
後
の
寛
文
元
年

に
調
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
史
料
中
の
記
述
に
は
、
「
万
治
三
年
ョ
リ
」
な
ど

の
記
事
が
あ
り
、
本
史
料
が
万
治
の
内
検
「
菱
竿
帳
」
と
連
動
す
る
史
料
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

後
　
　
藤

重
　
　
巳

　
万
治
の
検
地
史
料
が
、
江
戸
期
を
通
し
て
七
〇
〇
村
近
い
村
数
の
内
で
、
数
指

を
折
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、
こ
の
「
組
村
鏡
御
帳
」
の
残
存
が
他
に
例
を
見
な
い

と
云
う
性
格
上
、
ま
た
以
降
に
更
に
問
題
を
残
す
一
文
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

以
下
、
こ
の
「
柏
原
組
村
鏡
御
帳
」
を
用
い
て
、
万
治
・
寛
文
期
の
同
領
内
特
定

地
域
の
耕
地
様
態
に
つ
い
て
見
て
行
き
た
い
と
思
う
。

二
、
柏
原
組
の
概
況

　
Ｔ
几
世
紀
初
頭
の
文
化
八
年
（
一
八
一
回
秋
か
ら
翌
九
年
に
か
け
て
、
豊
後

一
円
に
発
生
し
た
い
わ
ゆ
る
「
文
化
一
揆
」
の
震
源
地
は
、
豊
後
岡
藩
西
部
の
俗

に
「
四
原
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
あ
っ
た
。
四
原
と
は
、
具
体
的
に
は
、
菅
生
原
・

葎
原
・
恵
良
原
・
柏
原
の
四
組
を
指
す
。

　
こ
の
四
組
は
、
大
野
川
の
源
流
地
帯
、
阿
蘇
外
輪
山
東
斜
面
の
、
海
抜
四
〇
〇

メ
ー
ト
ル
か
ら
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
台
地
上
に
展
開
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
台
地
上
の
大
部
分
は
、
明
治
期
以
降
の
耕
地
整
理
事
業

に
よ
っ
て
、
開
田
事
業
が
進
ん
だ
が
、
近
世
期
以
前
に
は
、
水
田
皆
無
の
村
落
も

多
く
見
ら
れ
る
い
わ
ば
畑
作
主
体
の
地
域
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
正
保
四
年

二
六
四
七
）
に
調
整
さ
れ
た
「
正
保
郷
帳
」
の
渚
数
字
は
、
そ
の
実
態
を
如
実

に
証
し
て
い
よ
う
。
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四
組
の
う
ち
、
本
小
稿
で
検
討
の
対
象
と
な
る
柏
原
組
に
限
り
、
当
期
の
各
村

の
様
態
を
表
示
す
る
と
第
１
表
の
如
く
で
あ
る
。
（
本
文
中
、
畠
・
畑
は
畑
に
統
一
）

郷 村 田高 畑高 屋敷高 合計
柏原

　/j

　//

　ﾉ/

　ﾉﾉ

　//

　//

　Z/

　/ﾀ

　μ

　j7

　μ

　μ

　j/

　ﾉﾀ

　ﾉﾌ

　ﾉ/

　//

　jj

　7/

　リ

　μ

　/?

　μ

　μ

八　屋

高練木

脚　木

叶　野

鞭　面

尾　崎

田　代

舞　次

吉　野

(上吉野)

(伸吉野)

鴫　田

爪　印

西福寺

伸　畑

大　今

(小今１

下　追

伸　山

河宇田

入　佐

新　藤

陽　目

井　堀

郷　原

宮　平

仲　原

池　原

　0

　0

　0

　0

　l.738

　2.430

39.0033

12､408

35.684

　　－

　　－

31.004

　6.198

15.4253

　8.108

63.184

　一

　〇

　〇

　〇

　〇

　9.834

31.726

　2.00

　5.128

　4.409

　0

　0

21.227

44､338

26.177

85.601

56.782

14､138

81.838

30､291

118.315

　－

67.716

170.255

114､793

23.106

71.451

　－

　8.900

28.468

21.163

25.769

31､065

90､165

49.012

32.609

44.179

19.081

21.163

０

０

０

０

０

０

０

０

０

　－

　一

〇

〇

〇

〇

〇

　－

０

０

０

０

０

０

０

０

０

　０

０

21.227

44.338

26､177

85､601

58､520

16､568

121.7413

42.699

153､999

　　－

　　－

98､720

176.453

130､1346

31,214

84.635

　　－

8.900

28､468

21.163

25.769

40.899

121.886

51.012

37.787

48.588

19.081

21.163

　「正保郷帳」に見える

柏原組内の村高（単位：石）

第１表

　
組
原
組
二
五
ケ
村
中
、
田
高
皆
無
は
、
八
尾
村
以
下
一
〇
ケ
村
と
な
り
、
一
方
、

田
高
の
最
高
で
も
、
大
今
村
の
六
三
石
余
、
次
い
で
田
代
村
の
三
九
五
余
、
古
野

村
三
五
五
余
、
一
〇
五
未
満
の
村
は
、
鞭
面
村
以
下
八
ケ
村
と
な
り
、
水
田
が
極

め
て
僅
少
の
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
一
方
、
こ
れ
に
対
し
て
畑
高
は
、
一
〇
〇
石
以
上
は
、
瓜
作
・
西
福
寺
・
吉
野

村
の
三
ケ
村
、
残
る
二
二
ケ
村
の
う
ち
、
下
迫
村
の
八
石
丸
斗
を
除
く
二
Ｉ
ケ
村

は
、
一
〇
石
以
上
と
な
り
、
例
え
ば
瓜
作
村
は
、
田
高
六
石
一
斗
九
升
余
に
対
し

て
、
畑
高
一
七
六
石
四
斗
五
升
余
の
例
に
見
る
如
く
、
概
観
的
に
畑
高
比
が
大
き

く
、
当
地
方
が
典
型
的
な
畑
作
地
帯
で
あ
る
こ
と
が
判
然
と
し
よ
う
。

　
田
高
（
水
田
）
を
所
有
す
る
村
々
は
、
台
地
縁
辺
鄙
の
河
川
、
と
り
わ
け
南
部

を
流
れ
る
大
野
川
上
流
の
請
支
流
沿
線
に
散
在
し
て
い
る
。

　
　
「
正
保
郷
帳
」
で
、
田
高
皆
無
と
さ
れ
る
村
々
は
、
正
保
直
後
の
万
治
二
年
に

施
行
さ
れ
た
中
川
氏
の
厳
し
い
検
地
い
わ
ゆ
る
「
菱
竿
検
地
」
に
よ
っ
て
も
、

「
出
目
」
（
打
出
）
が
見
ら
れ
ず
、
初
源
的
な
様
態
に
お
い
て
も
、
水
田
が
存
在
し

な
い
地
域
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
正
保
郷
帳
」
・
「
菱
竿
検
地
帳
」
と

に
見
ら
れ
る
田
畑
高
を
、
参
考
ま
で
に
表
示
す
る
と
、
第
２
表
の
如
く
で
あ
る
。

２

23.0690.73722.332
０

　56.535

140.734

126.148

　27.618

179.97

　51.689

　　－

　27.395

　38.259

161.999

128.903

nl.159

　31.789

　69.597

　36.362

　19.163

　84.526

103.151

　60.318

　　－

218.063

0

3.346

2.947

0.386

4.840

0.616

　56.535

137.397

117.746

　21.006

126.8650

　36.125

.455

.286

.2680

.948

－

Ｏ
０
１
Ｑ

　6

48

14

21.227

44.338

26.177

85.601

58.520

16.568

121.7413

　42.699

153.999

21.227

44.338

26.177

85.601

56.782

14.138

81.838

30.291

118.315

０

０

八　屋

高練木

738

430

0033

408

684

０
０
１

　2

39

12

35

木
野
面
崎
代
次
野

根
叶
鞭
尾
田
舞
吉

μ
μ
μ
μ
μ
μ
μ
μ

0

0.713

5.373

3.361

1.10

0.783

0.766

0.686

0

0.82

1.336

1.317

　－

？.243

137

546

705

　23

37

106

　119.05

　　90.952

H21.1929

　　55.139

　　36.676

　　19.163

　　83.076

　101.815

　　59.001

　　　－

　4.258

　0

49.9210

　6.493

19.107

　9.077

720

453

1346

214

　98

176

130

　31

り
む
８６３

０
０
０
０
０

１

2630151

32.2340.9

　－

0.356

　一

　一

４１．４３

5570

691

856

703

21.646

59

　3

14

　6

0

　84.635

　　－

　8.900

　28.468

　21.163

　25.769

　40.899

121.886

　51.012

　37.787

　48.588

　19.081

０
０
０
０
０

一　
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

　67.716

170.255

114.793

　23.106

　71.4511

　　－

　8.900

　28.468

　21.163

　25.769

　31.065

　90.165

　49.012

　32.609

　44.179

　19.081

31.004

　6.198

15.4253

　8.108

63.184

　　－

(上吉野)

(仲吉野)
鴨　田

爪　作

西福寺

.834

Ｏ
Ｏ
０
０
ｑ
″

31.726

　2.00

　5.128

409４
０
０

畑
今
制
迫
山
田
佐
藤
目
堀
原
平
原

仲
大
訃
下
仲

四

人
新
陽
井
郷
宮
仲

μ
μ
μ
μ

「正保郷帳」と「菱竿検地帳」の比較第２表
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さ
て
、
中
川
氏
の
万
治
の
内
検
帳
（
以
下
「
菱
竿
帳
」
）
の
内
容
を
ほ
ぼ
踏
襲

す
る
と
思
わ
れ
る
史
料
と
し
て
、
寛
文
元
年
（
ヱ
八
六
一
）
に
調
整
さ
れ
た
「
柏

原
級
村
鏡
御
帳
」
（
以
下
「
鏡
御
帳
」
）
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
そ
の

外
題
か
ら
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
村
鏡
」
の
一
種
で
あ
り
、
同
組
内
各
村
の
田
畑
反

別
・
石
高
の
現
況
を
は
じ
め
、
人
口
・
牛
馬
数
・
水
利
状
況
な
ど
を
、
極
め
て
詳

細
に
記
載
し
た
も
の
で
、
当
期
の
級
内
耕
地
の
様
態
を
知
る
上
で
、
注
目
す
べ
き

史
料
と
な
る
。
と
り
わ
け
、
田
畑
に
つ
い
て
は
、
上
々
以
下
、
下
々
に
至
る
各
反

別
・
分
米
・
筆
数
・
耕
作
条
件
に
至
る
ま
で
、
詳
細
な
記
載
が
あ
り
、
「
菱
竿
帳
」

な
ど
内
検
帳
の
内
容
に
比
較
な
ら
な
い
精
密
さ
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
史
料

は
、
保
存
状
態
が
極
め
て
悪
く
、
尾
部
に
若
干
の
欠
損
部
分
が
あ
る
上
、
各
部
分

に
も
虫
喰
ケ
所
が
多
く
、
借
し
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
寛
文
元
年
の
「
鏡
御
帳
」
表
紙
に
よ
る
と
、
同
組
に
属
す
る
村
は
、
次
の

如
く
で
あ
る
。

鶴
田
・
陽
目
・
西
福
寺
・
下
迫
・
橘
木
・
新
藤
・
矢
所
・
市
俵
野
・
仲
山

千
原
・
田
代
・
宮
ノ
平
・
叶
野
・
鉢
屋
・
瓜
作
・
入
佐
・
古
野
・
中
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
明
こ

　
本
史
料
冒
頭
の
集
計
数
値
に
よ
る
と
、
組
域
は
、
竪
二
里
一
三
町
・
横
三
三
町

三
〇
間
、
田
・
畑
・
屋
敷
総
反
別
は
、
五
一
四
町
四
畝
一
三
歩
、
総
石
高
は
二
、

五
七
六
石
四
斗
一
升
八
合
と
見
え
る
。

　
人
口
は
、
男
六
九
八
入
・
女
五
二
八
入
で
合
計
一
二
二
六
人
、
牛
馬
数
四
一
四

（
牛
ニ
ハ
○
・
馬
一
三
四
）
で
あ
っ
た
。
人
口
の
内
に
は
、
男
工
○
人
・
女
コ
ニ

人
の
計
三
三
人
の
「
肥
後
牢
人
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
内
七
人
は
「
頭
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　
肥
後
頭
に
接
す
る
こ
の
地
域
に
は
、
寛
永
九
年
、
肥
後
加
藤
氏
の
除
封
に
伴
う

主
家
離
れ
で
、
牢
人
化
し
た
者
が
、
移
住
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
史
料
に
見
え

る
「
頭
」
と
は
、
そ
れ
ら
の
戸
主
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
下
、
「
鏡
御
帳
」
の
確
実
に
残
存
す
る
部
分
か
ら
、
組
内
万
一
ケ
村
の
村
況

を
一
覧
し
た
も
の
が
、
次
の
第
３
表
で
あ
る
。

村　名 村位
田畑屋敷
総石高

人　　　　口 牛　　　　馬

橘　木

新　藤

市俵野

仲　山

矢　所

千　原

瓜　作

入　佐

陽　目

田　代

宮野平

叶　野

下
下
下
下
下
下

下
下

下
下
中
下

162,566

164,350

　38,908

　84,526

179,769

　46,208

174,457

168,407

218,063

185,836

190,132

294,754

男55人

　　30

　　10

　　16

　　34

　　15

　　49

　　30

　　95

　　74

　　32

　　71

女28人

　　25

　　　7

　　12

　　28

　　　8

　　42

　　19

　　81

　　54

　　33

　　52

計83人

　　55

　　17

　　28

　　62

　　23

　　99

　　49

　176

　128

　　65

　123

牛20疋

　　15

　　　6

　　　8

　　16

　　　7

　　19

　　　8

　　38

　　31

　　16

　　20

馬11疋

　　　7

　　　2

　　　4

　　　8

　　　2

　　11

　　　7

　　13

　　17

　　　6

　　12

計31疋

　　22

　　　8

　　12

　　24

　　　9

　　30

　　15

　　51

　　48

　　22

　　32

合　計 一 (2,576,418)

511

(698)

389

(528)

　908

(1,226)

204

(280)

100

(134)

304

(414)

※［瓜作村の総人口の内には肥後浪人８人を含む］

　　　　　合計欄（　）内は鏡御帳の総計

　第３表　寛文元年の柏原組の村人口と牛馬数

　
村
位
は
、
万
一
ケ
村
中
、
宮
野
平
村
（
宮
平
）
の
み
が
「
中
ノ
村
」
で
、
残
る

一
一
ケ
村
は
全
て
「
下
ノ
村
」
。
石
高
で
は
、
叶
野
村
の
二
九
四
石
七
斗
五
升
四

合
を
最
高
に
、
陽
目
村
の
二
Ｉ
八
石
余
を
除
け
ば
、
百
石
台
七
ケ
村
、
十
石
台
は

三
ケ
村
で
、
市
債
野
村
の
三
八
石
丸
斗
余
を
も
っ
て
最
少
と
す
る
。
田
畑
屋
敷
高
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の
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
の
第
２
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
人
口
は
、
男
女
合
計
で
陽
目
村
の
一
七
六
人
を
も
っ
て
最
多
と
し
、
最
少
は
市

俵
野
村
の
一
七
人
（
男
一
〇
、
女
七
）
、
ス
‥
）
○
人
台
に
達
す
る
村
は
、
陽
目
村

を
含
め
て
わ
ず
か
三
ケ
村
に
過
ぎ
な
い
。
瓜
作
村
の
総
人
口
九
九
人
の
内
に
は

「
肥
後
牢
人
」
ハ
人
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
肥
後
で
は
、
こ
れ

よ
り
三
〇
年
前
の
寛
永
九
年
、
加
藤
氏
と
細
川
氏
領
主
交
替
が
あ
り
、
こ
の
八
入

は
、
加
藤
氏
除
国
に
よ
る
放
禄
者
と
考
え
ら
れ
る
。

　
表
中
、
残
る
牛
馬
数
に
つ
い
て
は
、
陽
目
村
の
五
一
疋
（
牛
三
八
・
馬
一
三
）

を
最
高
に
、
市
俵
村
の
ハ
疋
（
牛
六
・
馬
二
）
を
も
っ
て
最
少
と
す
る
。

　
こ
の
「
鏡
御
帳
」
に
類
す
る
史
料
は
、
隣
接
緒
組
に
は
見
当
ら
な
い
た
め
、
比

較
検
討
す
べ
き
も
な
い
が
、
直
前
の
「
正
保
郷
帳
」
か
ら
隣
接
す
る
松
本
組
内
の

一
七
ケ
村
の
村
高
を
拾
っ
て
も
、
一
七
ケ
村
中
一
五
〇
石
～
二
〇
〇
石
未
満
三
ケ

村
、
二
〇
〇
石
以
上
七
ケ
村
と
い
う
数
字
が
見
ら
れ
、
柏
原
組
緒
村
の
規
模
を
想

定
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
こ
う
し
た
小
規
模
の
村
の
内
に
あ
っ
て
、
当
期
の
耕
地
の
様
態
は
如
何
に
あ
っ

た
の
か
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
本
小
稿
の
意
図
が
あ
る
。

　
　
　
　
三
、
水
利
状
況

　
豊
後
岡
藩
で
も
、
一
七
世
紀
中
葉
以
降
、
領
内
各
地
で
、
緒
方
井
路
二
六
四

五
）
・
湯
原
井
路
（
ヱ
八
五
二
）
・
木
原
井
路
（
一
六
六
二
）
・
葎
原
井
路
（
一
六

七
九
）
な
ど
の
、
大
規
模
水
利
事
業
を
起
し
、
米
穀
生
産
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ

た
。
し
か
し
、
こ
の
種
の
基
幹
的
水
利
施
設
は
、
む
し
ろ
特
例
と
し
て
、
領
内
各

村
に
散
在
す
る
無
数
の
施
設
は
、
劣
弱
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
近
接
す
る
地
域
に
、
適
当
な
比
較
的
事
例
を
見
出
世
な
い
が
、
下
に
表
示
す
る

や
や
離
れ
た
地
域
で
、
し
か
も
時
代
的
に
や
や
下
る
宝
暦
期
の
史
料
は
、
近
世
期

の
領
内
水
利
施
設
の
実
態
の
一
部
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

村名 井手名 延長 堰集注
井　堰

偉　　　考
長 高

門前 梶　尾

上師量

湯　屋

邸　田

上

宮　内

上裳山

樋　□

川原田

同上井手

古　技

船　椙

同下井手

小　柳

天神ノ木

同上井手･

ハ幡脇

同上井手

迫　下

同上井手

えけ山

中　条

川　□

梶／木

雄　口

米ケ谷

山ノロ

山口尻

中　山

東法師

盗ケ迫

　間

　13.0

　52.0

　34.0

　16.0

　24.0

　70.0

270.0

132.0

　15.0

　34,0

　25.0

　6.0

23.0

？

？

？

？

？

？

？

？

24.0

16.0

？

？

？

？

？

？

？

　石

石垣和

　ZZ ，

　石・

石垣1?

　芝堰

石垣積

　Zy

　？

　？

　？

　？

　？

　？

　？

閲
8.0

8.0

9.0

9.0

4.0

10.0

8.0

1.0

2.0

5.0

6.0

4.0

2.0

2.0

2.0

1.0

0,5

1.0

　,0

　.0

　.0

2.5

2.0

2.0

　？

　？

　？

　？

　？

　？

　？

間6.0

2.5尺

2.5尺

3.0
2.5尺

2.0

2.0

2.0
1.0

2.5尺
､3.0

2.5尺
3.0

2.0
1.5尺

1.0
1,0

6.0

2.0
1.0
2.0

8.0
5.0

6.5
　？

　？
　？

　？
　？

　？
　？

箱膳４閲、石垣29間、伏
井溝19間、庄泉村へ抜蛋

井溝芝伏

井溝芝伏

石垣48間芝伏
井溝22聞芝伏

箱膳４間、井溝267間芝伏

箱樋６間、井溝126問芝伏

芝伏

芝伏、庄屋村内通過

石垣15間、井膚10間芝伏

芝伏

芝伏

芝伏

芝伏

大野郡酒井寺組内の水利状況第４表

　
酒
井
寺
組
門
前
村
の
井
手
は
、
大
小
三
一
筋
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
水
路
延
長

最
大
が
、
上
裳
山
井
手
の
二
七
〇
間
、
次
い
で
樋
口
井
手
の
コ
ェ
ニ
間
、
他
は
、

数
十
間
二
筋
、
残
る
井
手
は
、
十
間
合
か
ら
三
〇
間
合
、
さ
ら
に
計
測
不
可
能
と

思
わ
れ
る
劣
弱
な
も
の
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
堰
堤
長
さ
は
、
最
大
で
十
間
を

越
す
も
の
Ｉ
ケ
所
の
み
、
他
は
す
べ
て
十
間
未
満
と
な
り
、
短
か
い
も
の
で
は
、

五
尺
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
堰
高
の
最
大
は
八
間
の
Ｉ
ケ
所
、
残
る
大
半

が
二
間
程
度
と
な
る
。
堰
築
法
は
、
大
部
分
が
自
然
石
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ

る
「
石
積
」
の
他
、
切
石
を
用
い
た
ら
し
い
「
石
垣
積
」
が
七
ケ
所
見
ら
れ
る
外

に
、
「
芝
堰
」
三
ケ
所
が
あ
る
。

　
井
溝
の
様
態
は
、
「
芝
伏
」
が
多
く
、
こ
の
外
に
石
垣
積
も
見
ら
れ
、
「
箱
樋
」

を
用
い
て
、
継
い
だ
部
分
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
こ
の
門
前
村
は
、
同
領
内
大
野
郡
酒
井
寺
組
に
属
し
、
柏
原
組
よ
り
約
二
〇
手

口
東
方
、
大
野
川
の
一
支
流
板
井
川
の
上
流
に
位
置
す
る
。
柏
原
組
内
諸
村
に
比

し
て
、
恵
ま
れ
た
水
田
状
態
に
あ
る
が
、
こ
の
門
前
村
に
お
い
て
さ
え
、
か
か
る
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如
き
水
利
様
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
台
地
縁
辺
鄙
の
小
河
川
の
流
域
に

分
布
す
る
柏
原
村
組
諾
村
の
実
態
は
、
推
し
て
知
る
べ
し
と
も
云
え
よ
う
。

　
　
「
鏡
御
帳
」
表
紙
に
見
え
る
フ
几
ヶ
村
中
、
残
存
す
る
鄙
分
か
ら
拾
っ
て
も
、

「
井
手
」
数
が
確
認
で
き
る
の
は
、
田
代
村
の
「
小
井
手
拾
壱
口
」
、
陽
目
村
の
同

四
口
、
宮
ノ
平
村
の
三
□
、
吉
野
村
の
「
小
川
一
筋
」
に
過
ぎ
な
い
。
因
み
に
、

鳩
目
村
四
目
の
一
つ
に
は
、
紙
内
唯
一
の
「
水
車
」
一
挺
が
あ
り
、
「
人
力
、
ハ

拾
九
人
」
と
但
し
書
き
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
こ
の
水
路
だ
け
は
比
較
的
整
っ
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
領
内
酒
井
寺
紙
門
前
村
及
び
直
入
郡
柏
原
紙
内
諾
村
の
水
利
状
況
を
見

て
来
た
が
、
こ
う
し
た
條
件
に
左
右
さ
れ
る
耕
地
の
様
態
に
つ
い
て
、
柏
原
紙
内
、

陽
目
村
・
田
代
村
の
事
例
を
中
心
に
見
て
行
き
た
い
。

四
、
陽
目
村
の
耕
地
様
態

　
以
上
、
見
て
来
た
如
く
、
柏
原
組
緒
村
の
内
に
あ
っ
て
、
陽
目
村
は
、
村
高
は

二
位
、
人
口
・
牛
馬
数
が
最
も
大
き
い
村
で
あ
っ
た
。
こ
の
村
は
、
柏
原
台
地
の

南
端
に
位
置
し
、
九
重
野
組
・
次
倉
組
と
の
間
に
大
野
川
の
深
い
谷
を
挟
み
、
大

野
川
流
域
の
猫
額
規
模
の
水
田
地
域
に
、
水
田
が
点
在
し
て
い
た
。

　
　
「
鏡
御
帳
」
に
よ
れ
ば
、
当
村
の
総
村
高
は
、
二
Ｉ
ハ
石
余
と
な
っ
て
い
る
が
、

御
蔵
床
・
緒
荒
引
等
を
除
け
ば
、
田
方
反
別
六
町
六
反
八
敏
二
歩
、
石
高
五
九
石

五
斗
五
升
七
合
、
畑
反
別
は
、
三
四
町
八
反
一
敏
二
八
歩
、
石
高
一
五
一
石
二
斗

六
升
三
合
で
あ
っ
た
。

　
第
５
表
は
田
方
・
畑
方
の
「
地
位
」
別
の
反
別
・
分
米
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

地
位
別
の
石
高
を
見
る
と
、
五
九
五
五
斗
五
升
七
合
の
内
、
「
上
田
」
の
比
率
は
、

僅
か
に
三
八
Ｉ
セ
ン
ト
に
過
ぎ
ず
、
地
位
が
下
る
ご
と
に
比
率
が
高
く
な
り
、
下
々

田
は
、
全
体
の
四
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
。
畑
方
で
は
、
上
畑
一
パ
ー

セ
ン
ト
に
対
し
、
下
々
畑
の
占
め
る
比
率
は
、
実
に
七
二
八
Ｉ
セ
ン
ト
に
及
ぶ
。

地位 反　別 分米
上上畠

　掻

　帽

　下島

‾F下畠

　2,3,15
　8,7,11
　19,2,12
　45,7,19
272,1,01

　1，8，8，0

　6，1，1，6

　11，5，4,4

　22,8,8，2

108.8，4,1

合 34871,28 15竹2,6,3

地位 反　別 分　米
上上田

　掴

　帽

　下田

下司

1,9,22

8,1,09

8,6,19

10,9,16

30,7､17

２，３，６，８

８，９，４,３

８，６，６，３

９，８，５，８

２９，７，２，５

合 66?8,23 59ﾀ5,5,7

陽目村の田畑地位別、反別一分米第５表

　
こ
れ
ら
の
数
値
は
、
当
組
内
で
は
、
比
較
的

恵
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
当
村
に
お
い
て

さ
え
、
耕
地
の
様
態
が
極
め
て
劣
悪
で
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
五
九
石
五
斗
五
升
七
合
の
水
田
の
内
訳

に
つ
い
て
、
「
鏡
御
帳
」
は
、
次
の
如
く
示
し

て
い
る
。

　
五
九
五
五
斗
五
升
七
合
　
内
訳

　
　
　
ヱ
ハ
石
ハ
斗
ハ
升

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
留
田
　
天
水

　
　
　
一
一
石
四
斗
四
升
四
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
向
井
掛
り
悪
所

　
　
⊇
二
石
二
斗
一
升
九
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迫
田
悪
所

　
　
　
八
石
一
升
四
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
水
悪
所

　
つ
ま
り
「
鏡
御
帳
」
で
は
、
水
田
を
立
地
等

か
ら
種
別
し
、
「
津
留
田
」
・
「
北
向
田
」
・
「
迫

田
」
・
「
天
水
田
」
の
四
種
と
し
て
い
る
が
、

「
津
留
」
は
、
広
い
分
布
を
持
つ
地
名
で
、
概

し
て
川
沿
い
の
土
地
を
意
味
す
る
。
「
北
向
田
」

は
、
日
斜
の
悪
い
北
面
地
、
「
迫
田
」
は
、
傾

斜
気
味
の
「
坂
田
」
の
意
で
、
段
々
状
の
水
田

を
意
味
す
る
。
「
天
水
田
」
は
、
ま
さ
に
雨
水
に
頼
る
以
外
に
水
利
を
求
め
得
な

い
水
田
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
陽
目
村
五
九
石
余
の
水
田
は
、
地
形
的
条
件

等
か
ら
殆
ど
「
悪
所
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　
こ
う
し
た
田
畑
の
存
在
形
態
の
中
で
、
「
鏡
御
帳
」
は
、
更
に
、
詳
し
く
、
各

字
ご
と
の
耕
地
の
存
在
様
態
を
記
載
し
て
い
る
。
そ
の
状
態
を
具
体
的
に
示
し
た
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の
が
、
次
の
第
６
表
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
下

下
　
下
下
下
下
上
・

下
’
下
下
下
下
・
下

中･下･下下

下下

下
下
下
・
下
・
　
．
・
　
・
　
・
上
・
下
下
下
下
－
Ｅ
－
．
・
下
　
下

下
下
下
下
下
下
下
由
”
巾
－
上
中
下
下
下
下
上
下
下
下
下

９

４
０
１
７

　
＆
　
ｆ
　
Ｓ
　
Ｉ
＼

り
乙
Ｑ
リ
Ｑ
リ
ａ
Ｕ

ｘ
ｎ
Ｍ
り
Ｏ

Ｓ
　
Ｓ
　
Ｓ

j

C
x
l
C
x
l

Ｏ
り
心

７
０
　
？
　
９

Ｏ
り
り

4，

０

　
タ
　
９

１
１

L
f
M
4
:
）

７
０

C
v
D
C
y
D

　
タ
　
タ

ｑ
リ
４

○
り
Ｑ
リ
７

C
¥
D
L
Q

O

C
x
l

　
！
　
一

４
ｎ
ｘ
り

Q
0

9

L
Q

　
　
　
　
　
ｌ

Ｑ
リ
０

C
y
M
j
:
）

L
Q
０

　
９
　
タ

４
こ
圭

Ｑ
り
１

　
Ｓ
　
Ｓ
　
Ｓ

４
ｎ
ｏ
ｌ

Q
C
C

Q

０
０

　
＆
　
Ｓ

只
）
ｎ
ｏ

　
Ｓ
　
Ｓ

Ｏ
（
６

ｎ
ｊ
ｌ

　
Ｓ
　
Ｓ

L
Q

C
y
D

2，8，8

陽目村の小字別水田明細第６表

　
表
は
、
う
し
ろ
谷
以
下
、
Ｔ
ハ
小
字
（
不
明
一
）
内
に
所
在
す
る
水
田
の
状
況

を
反
別
・
町
（
ま
ち
）
数
・
分
米
・
地
位
な
ど
に
つ
い
て
の
明
細
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
状
況
欄
の
「
北
向
井
掛
り
悪
所
」
の
水
田
状
況
は
、
前
第
５
表
で
見
た
史
料
の

詳
細
を
、
各
字
ご
と
に
具
体
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
不
明
一
を
含
む
Ｉ
ハ
小
字
の
内
、
「
悪
所
」
と
表
記
さ
れ
な
い
も
の
は
、
長
瀬

以
下
、
わ
ず
か
に
五
小
字
に
過
ぎ
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
水
田
が
、
北
向
・
迫
田
・
天

水
・
山
田
な
ど
の
条
件
の
も
と
、
耕
作
条
件
の
劣
悪
な
耕
地
様
態
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

　
各
小
字
ご
と
の
水
田
総
反
別
規
模
は
、
小
字
名
不
明
の
津
留
田
一
町
四
反
五
欲

二
歩
を
最
大
に
、
概
ね
一
反
か
ら
数
反
ど
ま
り
で
あ
り
、
「
寄
り
も
と
」
で
は
、

わ
ず
か
に
二
〇
歩
、
「
か
ご
わ
り
」
の
天
水
悪
所
の
水
田
総
数
は
、
一
献
四
歩
で

あ
っ
た
。

　
次
に
最
大
の
関
心
事
は
、
「
町
数
」
の
問
題
で
あ
る
。

　
　
「
町
数
」
は
、
「
お
お
ぜ
ま
ち
」
・
「
こ
ぜ
ま
ち
」
の
名
称
で
知
ら
れ
る
如
く
、

耕
地
一
筆
ご
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
表
に
示
さ
れ
る
3
2
・
5
3
以
下
の
数
字

は
、
各
小
字
ご
と
に
所
在
す
る
水
田
軍
数
（
枚
数
）
を
意
味
し
て
い
る
。

　
表
で
示
さ
れ
る
如
く
、
Ｔ
凡
小
宇
内
に
所
在
す
る
水
田
の
総
軍
数
（
町
数
）
は
、

一
、
〇
六
八
筆
。
以
下
、
少
し
詳
し
く
そ
の
様
態
を
注
目
し
て
み
よ
う
。

　
全
小
字
中
、
町
数
の
最
多
は
、
具
体
名
不
明
の
反
別
一
町
四
反
五
畝
二
歩
の
水

田
が
、
一
　
一
五
軍
で
、
分
米
（
石
高
）
は
、
一
五
石
四
斗
四
升
三
合
、
他
に
Ｉ
〇

〇
軍
を
越
す
小
字
は
、
広
戸
（
四
反
ハ
欲
五
歩
）
の
Ｉ
〇
八
軍
、
分
米
四
石
六
升

一
合
、
戸
ノ
下
（
五
反
八
畝
八
歩
）
の
同
一
〇
八
筆
、
分
米
四
石
七
斗
九
升
六
合
、

丸
山
の
Ｉ
〇
二
軍
、
分
米
四
石
八
斗
三
合
と
な
る
。

　
軍
数
一
〇
〇
未
満
の
小
字
の
例
を
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
実
に
驚
く
べ

き
数
字
で
あ
り
、
当
期
当
地
域
に
お
け
る
水
田
の
規
模
が
、
極
め
て
零
細
で
あ
っ

た
こ
と
が
如
実
に
物
語
ら
れ
て
い
よ
う
。

　
軍
数
９
と
さ
れ
る
「
寄
い
も
と
」
は
、
反
別
二
〇
歩
、
分
米
六
升
、
同
９
と
さ
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れ
る
「
か
ご
わ
り
」
は
、
総
反
別
一
献
九
歩
、
分
米
九
升
な
ど
と
い
う
数
字
は
、

先
に
揚
げ
た
筆
数
の
多
い
小
字
の
、
平
均
的
数
価
と
ほ
ぼ
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
備
考
欄
に
表
示
し
た
各
小
字
ご
と
の
「
地
位
」
に
し
て
も
、
「
上
上
」
及
び

「
上
」
に
相
当
す
る
も
の
は
皆
無
に
近
く
、
上
上
・
上
の
見
ら
れ
る
の
は
、
わ
ず

か
に
二
小
字
に
過
ぎ
ず
、
「
中
」
が
「
阿
ぶ
た
な
し
」
以
下
四
小
字
に
の
み
見
ら

れ
、
他
は
す
べ
て
、
「
下
」
及
び
「
下
々
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
第
６
表
に
表
示
さ
れ
た
陽
目
村
の
水
田
様
態
に
つ
い
て
概
観
し
て
来
た

が
、
柏
原
級
内
で
、
水
利
条
件
に
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
陽
目
村

に
お
い
て
さ
え
、
か
か
る
状
態
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
次
に
、
畑
地
の
様
態
に
つ
い
て
み
よ
う
。

　
先
の
第
５
表
で
、
「
鏡
御
帳
」
に
見
え
る
陽
目
村
の
田
方
・
畑
方
の
地
位
別
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
反
別
・
分
米
に
つ
い
て
概
観
し
た
と
お
り
、
当
村
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
け
る
畑
方
は
、
上
上
以
下
下
々
ま
で
の
総
反
別
は
、

9,4,8　闘畠

7,9,1　迫畠

7,5,6　片平畠
0,7,1　原a
6,9,7　朗朗とも

28.

17，

37，

17，

49.

第７表　陽目村の畑地の大別

三
四
町
八
反
一
畝
余
、
分
米
は
一
五
一
石
余
で
、
下
々

畑
の
全
体
に
占
め
る
畑
の
う
ち
、
「
野
畑
北
向
と
も
」

と
注
記
さ
れ
る
も
の
が
、
全
体
の
三
〇
八
Ｉ
セ
ン
ト

強
を
占
め
て
い
る
。
続
い
て
、
三
七
石
余
を
示
す

「
片
平
畠
」
と
は
、
傾
斜
地
の
畠
で
あ
り
、
原
畠
に

対
比
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
上
の
第
７
表
は
、
畑
地
を
大
別
的
に
一
覧
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
畑
地
の
所
在
す
る
小
字
数
は
二
九
字
で
、
田
方
の

小
字
数
を
約
一
〇
小
字
上
廻
り
、
畑
地
が
、
村
内
に

拡
人
的
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の

比
率
は
、
約
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
反
別
で
田

方
の
五
・
二
倍
、
分
米
量
で
二
・
五
倍
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。

　
下
の
第
８
表
は
、
陽
目
村
内
の
畑
高
一
五
一
石
二
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み
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ま
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の
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迫
！
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ノ
　
　
　
？
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つ
あ
Ｘ
久
　
見
　
ｆ
り

て
木
9
9
’
i
s
’
4
g
s
　
　
K
s

S
4
贋
　
土
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
し

た
狛
君
す
の
雍
｝
戸
ふ
中
仲
～
宇
肖
つ
１
よ
つ
真
驚
一
間
菖
竹
馬
間
う

陽目村の小字別畑地明細第８表

斗
余
を
構
成
す
る
内
訳
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
畑
地
は
、
地
目
上
、
津
留
畠
・

迫
畠
・
片
平
畑
・
原
畑
・
野
畠
・
北
向
の
計
六
地
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

畑
地
の
地
目
も
、
水
田
と
同
様
、
そ
の
立
地
条
件
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
る
ら

し
い
が
、
一
五
一
石
は
、
畑
地
が
、
水
田
ほ
ど
に
水
利
の
制
限
を
受
け
な
い
こ
と

に
外
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
畑
地
は
、
「
か
ご
わ
り
」
以
下
の
小
宇
内
に
展
開
し
て
い
る
が
、
　
こ
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れ
を
概
観
す
る
と
、
先
の
六
地
目
に
分
け
ら
れ
た
畑
地
は
、
更
に
そ
の
土
質
等
の

条
件
か
ら
、
「
石
か
た
」
・
「
段
々
畠
」
な
ど
に
種
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
こ
の
う
ち
「
石
か
た
」
は
「
石
堅
」
と
で
も
表
記
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
小

石
ま
じ
り
の
地
質
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
段
々
畠
」
に
つ
い
て
は
、

説
明
の
必
要
は
あ
る
ま
い
。

　
畑
方
の
排
営
条
件
を
、
備
考
欄
の
「
地
位
」
か
ら
対
比
し
て
み
る
と
、
「
南
平
」

な
る
小
字
は
、
状
況
欄
で
は
「
南
平
段
々
畠
」
と
あ
り
、
地
位
中
に
「
中
」
と
見

え
、
「
高
む
れ
」
の
「
津
留
畠
平
畠
と
も
」
も
「
中
」
、
さ
ら
に
小
字
「
西
平
」
に

は
「
南
向
段
々
畠
」
が
あ
り
、
地
位
は
「
中
」
な
ど
の
表
現
が
あ
り
、
畑
地
の
地

目
・
地
位
も
、
そ
の
立
地
条
件
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
勿
論
、
こ
れ
ら
畑
地
の
内
に
も
、
水
田
同
様
「
悪
地
」
と
注
記
さ
れ
る
も
の
が

少
な
く
な
く
、
畑
作
に
お
い
て
も
、
排
雪
条
件
の
劣
悪
性
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ

と
が
判
然
と
し
よ
う
。

　
唯
、
こ
れ
ま
で
見
て
来
た
村
内
の
水
田
の
所
在
様
態
に
比
較
し
た
時
、
畑
地
に

は
、
明
ら
か
な
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。

　
そ
れ
は
、
先
ず
、
各
小
字
ご
と
の
畑
方
反
別
が
大
き
い
こ
と
、
そ
れ
に
比
し
て
、

　
「
町
数
」
の
数
価
が
低
い
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
先
の
田
畑
の
各
反
別
・
分
米

量
で
大
き
な
数
値
の
相
違
点
を
指
摘
し
た
如
く
、
同
村
に
お
け
る
畑
地
は
、
小
字

に
よ
っ
て
は
、
反
別
で
一
町
を
越
す
も
の
Ｔ
一
小
字
を
数
え
、
最
大
で
は
、
小
字

「
竹
見
野
」
で
四
町
一
反
余
、
「
飛
野
風
」
で
は
、
三
町
六
反
余
を
示
し
、
逆
に
一

反
を
割
る
も
の
は
、
「
相
木
谷
」
一
小
字
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
「
町
数
」
（
筆
数
）
面
を
見
る
時
、
最
多
は
、
「
竹
見
野
」
の
四
二
筆
で
あ
り
相

木
谷
の
畑
地
は
、
状
況
で
「
谷
畠
悪
所
」
と
見
え
、
六
畝
一
三
歩
の
反
別
が
、
三

筆
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
尤
も
、
「
地
位
」
は
、
前
述
の
如
く
水

田
と
同
様
上
上
・
上
・
中
位
に
属
す
る
も
の
は
、
極
め
て
少
な
く
、
残
る
は
す
べ

て
、
下
な
い
し
下
々
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
は
、
「
鎗
御
帳
」
に
示
さ
れ
る
柏
原
組
内
の
陽
目
村
に
お
け
る
水
田
・
畑

の
様
態
に
つ
い
て
、
諸
数
値
を
列
し
て
　
眺
め
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
一

例
、
同
村
の
東
部
に
位
置
す
る
田
代
村
の
場
合
を
同
一
の
史
料
に
基
づ
い
て
眺
め

て
み
よ
う
。

　
　
　
　
五
、
田
代
村
の
事
例

　
　
「
鏡
御
帳
」
に
よ
る
と
、
田
代
村
の
水
田
総
反
別
は
、
五
六
町
三
献
一
丸
歩
・

石
高
四
八
石
二
斗
六
升
七
合
で
、
先
の
陽
目
村
と
ほ
ぼ
同
規
模
、
畑
地
は
、
反
別

二
八
四
町
六
反
一
〇
歩
、
石
高
は
一
三
二
石
七
斗
二
升
余
で
、
陽
目
村
を
や
や
下

廻
る
村
規
模
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
ら
の
状
況
を
、
陽
目
と
同
様
の
基
準
で
表
示
し

た
も
の
が
、
第
９
表
以
下
で
あ
る
。2，5，9

2，9，8

2，1，9

3，7，0

5，8，3

　3

　6

12

52

58

22

29

20

12

17

14　　5,3,6

12　　9,1,6

05　　3,0,1,7

00　19,3,5,0

18　24,4,4,8

　　4

　　8

　3,0

21,5

30.5

上掴

上田

中田

下ｍ

下稽

一一一一

７48?2,6

一一一一一一一一一一-一一･

合計　56?3,19

０

９

３

７

４

一一－

2,96,10 132?7，

　　4，

　　8，

　29，

104，

146，

一一一一-

284?

白
揖
白
斑
白
斑
貞
叫
自
田

上
　
　
　
　
　
下

上
上
山
Ｔ
下
ｔ
－

計合

勁麦田朗の田鯛ｕｎ一分jl

糾討

48?2,6,7，

　　　　舷　　　12,2,9,6

　　　　　　　　19,1，0,6　　　19,1,0,6　顛動ﾄ財ﾘの年旧かれ
　　　16,8,6,5　μ
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田
方
石
高
を
地
位
別
に
見
る
と
、
四
八
石
二
斗
六
升
余
の
内
、
五
〇
パ
ー
セ
ン

ト
強
が
下
々
田
に
属
し
、
上
々
田
は
、
わ
ず
か
に
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
弱
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
、
畑
方
で
も
一
三
二
石
七
斗
余
の
内
、
約
四
五
八
Ｉ
セ
ン
ト
が
、
下
々
畑
に

属
し
て
い
る
。
（
第
９
表
）

　
当
村
で
は
、
田
方
の
内
訳
を
、
「
井
手
掛
り
」
「
迫
田
深
田
悪
所
」
に
は
「
日
て

り
の
年
は
日
か
れ
に
成
」
と
注
記
さ
れ
、
そ
の
他
に
「
天
水
所
」
が
あ
る
。

　
井
掛
り
に
属
す
る
分
は
、
一
石
二
斗
余
で
全
体
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
迫
田
深

田
悪
所
は
約
四
〇
八
Ｉ
セ
ン
ト
、
天
水
所
が
三
五
八
Ｉ
セ
ン
ト
と
な
る
。
（
第
1
0

表
）
　
こ
の
村
で
も
、
田
方
は
、
迫
田
に
集
中
し
、
水
は
け
の
悪
い
「
深
田
」
の
悪
所

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
田
方
の
小
字
別
の
所
在
状
態
を
示
し
た
の
が
、
次
の
第
Ｈ
表
で
あ
る
。

石町数反状況字

井　上
同

回

葡　輪
内か畠
討なし

とう上

？
？

賎
ひら田
戸ノロ

加島･小鮮4
同　･峠手1
北岐畦手掛り･

　　　植手3ｕ鮮斟･小鮮3
北舶麗
加HH麓
加天素話
加話土すり天水
迫顛
田？田
顛鑓
鮪顛天水

7,6,15
3,4,22

4,9,28

8.8,28

3.9,23

5.3.14
3,2,24

4,7,25
5,9,13

4.2,12

3,?,??

　8,03

　78
　35

190
141
114

　81
　36

　44
254

　85
　？

　50

6,7,3,3
3,0,3,3

4,2,3.8
8,0,5,8
3,4,3,9
4,3,0,0
2.6,2,4
3.8,2.7
4,9,5,5
3,6.9,6
2.7.1,7
　6.4,8

田代村の小字別水田状況第11表

　
井
上
な
る
小
字
以
下
、
八
小
字

（
外
不
明
二
）
に
所
在
す
る
水
田
は
、

北
向
き
地
で
、
そ
の
内
に
迫
田
反
び

深
田
を
含
ん
で
い
る
。

　
水
田
は
、
「
小
井
手
」
水
利
に
よ
る

も
の
が
比
較
的
多
く
、
具
体
的
に
は

一
一
筋
の
小
井
手
が
見
え
る
が
、
そ

の
実
態
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。

　
状
況
は
、
「
日
焼
」
「
上
ず
り
」
・

「
天
水
」
に
か
か
わ
る
水
田
で
あ
り
、

「
悪
所
」
の
表
現
も
見
え
る
。

　
こ
こ
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
水

田
筆
数
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
小
字
井
上
に
は
、
七
反
六
賊
余
で

小
井
手
四
筋
、
三
反
四
賊
余
小
井
手

一
筋
の
外
に
、
四
反
九
畝
余
で
小
井
手
三
筋
に
よ
っ
て
、
天
水
と
と
も
に
排
雪
す

る
水
田
群
が
所
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
内
、
北
向
迫
田
井
手
掛
り
分
は
、
一

九
〇
筆
の
水
田
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
分
米
量
は
、
総
計

で
四
有
二
斗
三
升
八
合
に
過
ぎ
な
い
。

　
水
田
筆
数
一
〇
〇
を
越
す
小
字
は
、
他
に
三
小
字
見
ら
れ
る
が
、
字
名
不
明
の

迫
深
田
に
至
っ
て
は
、
総
反
別
五
反
九
献
一
三
歩
、
分
米
総
高
四
石
九
斗
五
升
五

合
が
、
二
五
四
筆
か
ら
成
っ
て
い
る
と
い
う
、
実
に
驚
く
べ
き
数
値
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
小
字
戸
ノ
ロ
の
「
南
向
悪
所
天
水
」
は
反
別
八
献
三
歩
、
分
米
高
六
斗

四
升
八
合
が
五
〇
筆
か
ら
成
る
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
当
村
に
お
け
る
水
田
町
数
に
か
か
わ
る
数
値
は
、
先
に
見
た
陽
目
村

の
事
例
を
は
る
か
に
上
廻
る
も
の
で
あ
り
、
当
期
当
地
方
の
水
田
様
態
が
、
い
ず

れ
も
極
め
て
零
細
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
田
代
村
に
お
け
る
畑
方
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
を
示
し
た

闘畠

久SS

鮪９･石鮭11々畠

顛ｕ副i

16，5，0，0

19，3，2，2

28，0，7，7

68，8，3，0

ｑ
リ

　
Ｊ
?
ｉ
ｌ

c
g

g
Z

11か

も
の
が
、
次
の
第
1
2
表
・
第
1
3
表
で
あ
る
。

第12表　田代村の畑種目別状況巾

石
町数況状字

５
５
０
０
６
５
り
心

　
９
タ
９
タ
タ
９
９

２
０
０
０
５
６
４

　
Ｉ
争
ｊ
９
９
Ｉ
Ｆ

７
０
５
８
２
１
１

　
Ｓ
Ｓ
ａ
ｌ
ａ
Ｓ
ａ

２
３
６
８
６
４
り
ム

　
　
　
Ｉ
　
　
　
Ｉ

２
３
５
９
０
２
３
６
０
６
２
４
２
ｎ
乙

　
９
繁
勢
Ｉ
Ｉ
９
１
９
１
９
９
１
９
－

７
１
１
？
・
３
８
７
７
２
９
６
９
０
？

　
Ｉ
９
ゆ
ｙ
Ｉ
９
９
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
９
１

３
９
０
２
６
９
５
９
１
８
６
６
１

２
８
６
１
７
２
７
３
L
a
　
　
¥
L
n

～
　
　
‐
　
。
４

Ｏ
？
・
６
８
４
２
８
　
４
１
９
９
９
０
１
『
８
０
４
３
７
５
Ｑ
Ｕ

Ｉ
　
　
　
　
　
１
　
１
　
　
　
？
４
３
１
１
　
　
　
１

０
５
３
０
０
８
L
j
7

Ｉ
１
２
０
１
２
１

　
ｓ
ｓ
ａ
ａ
ｓ
ｓ
Ｓ

４
４
９
９
６
１
Ｑ
Ｕ

　
ｓ
＆
ｓ
ａ
Ｓ
ｓ
ｓ

５
６
７
７
４
０
？
・

　
　
　
り
ゐ
１
１
１
９
＆

(ｶ)畠

籾とも

v
　
a
t
~

￥
‐
　
~
4
S
S
s
~

t
　
S
t
~
a

ｔ
局
津
甫
引
夥
４

４
０
２
７
０
２
８
２
４
２
６
６
５
９
・

Ｉ
１
０
２
２
１
１
０
０
１
１
１
２
１
１

　
９
９
９
や
Ｉ
Ｓ
９
１
Ｓ
ｇ
ｙ
ｙ
ｉ
ｆ

４
３
５
５
４
８
４
７
０
２
６
１
４
ｒ
５
Ｕ

　
９
夕
９
９
９
９
１
’
１
９
９
Ｉ
タ
９

８
６
３
５
４
７
６
７
０
２
１
３
り
心

２
　
１
２
１
２
１
　
１
　
　
　
１

ｎｕ

同

加久ｕ
ｎＭ

中
上
享
―
　
　
　
上

　
　
　
ノ

山
道
鰐
回
ワ
．
？
山
　
？
・

ａｊ.
R
　
　
~
　
　
S
　
a

S
~
　
4
　
q
S
　
4

~
＆
　
&
　
a
~
　
&
~

ぐ
覆
　
石
　
久
享
―
　
石
哨
魁

｛
｛
ｚ
　
ｇ
｛
ｚ
ａ
｛
Ｚ
ａ

ｔ
ｉ
貝
磨
同
ｔ
北
岡
甫
粛
９
・

末

野ｎ

松

遺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
戸
酋
乖

　
　
晋
上
下
　
え

　
　
4
　
1
n
.

　
　
ま

ワ
・
Ｉ
非
？
？
・
？
・
？
中
歯
か
曾

田代村の畑種目別状況(2)第13表
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同
村
に
お
け
る
畑
方
総
高
は
、
一
一
七
石
七
斗
二
升
九
合
、
そ
の
内
訳
は
表
示

さ
れ
る
如
く
で
あ
る
。
畑
方
は
、
津
留
畠
・
久
保
畠
・
南
向
平
畠
石
か
た
段
々
畠
・

北
向
野
畠
悪
所
に
四
種
別
さ
れ
、
後
二
者
分
で
、
約
八
五
八
Ｉ
セ
ン
ト
に
達
す
る
。

北
向
野
畠
悪
所
の
所
の
み
で
も
、
六
〇
八
Ｉ
セ
ン
ト
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

（
第
1
2
表
出
）

　
第
1
3
表
②
は
、
以
上
の
畠
の
存
在
様
態
を
詳
細
に
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
表
に
よ
る
と
、
畑
方
で
も
北
向
・
ず
り
・
段
々
畠
・
石
か
た
な
ど
の
「
悪
所
」

が
多
く
、
決
し
て
耕
営
に
恵
ま
れ
た
畠
作
条
件
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
唯
、
当
村
に
お
け
る
畑
方
の
存
在
様
態
も
、
先
に
見
た
陽
目
村
同
様
、
畑
反
別
・

分
米
総
量
に
対
し
て
、
筆
数
た
る
「
町
数
」
が
、
田
方
に
比
較
し
て
小
数
値
で
あ

る
こ
と
は
、
畑
地
規
模
が
、
田
方
ま
で
は
零
細
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
「
あ
ま
か
せ
」
の
二
町
七
反
ハ
畝
余
の
畑
地
は
、
分
米
総
量
二
Ｉ
石

九
升
八
斗
余
を
持
ち
、
こ
れ
ら
は
、
総
計
四
〇
筆
の
畑
地
か
ら
成
っ
て
お
り
、
小

宇
野
道
辺
は
、
北
向
の
久
保
畠
で
あ
っ
た
が
、
総
反
別
六
畝
三
歩
余
・
分
米
高
八

石
九
斗
一
升
余
は
、
一
筆
か
ら
成
る
畑
地
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
六
、
百
姓
個
人
の
耕
地
所
有
様
態

　
で
は
、
こ
の
様
に
猫
額
的
な
耕
地
を
、
個
々
の
百
姓
は
ど
の
様
な
形
で
所
有
し

て
い
た
の
か
。
残
念
な
が
ら
そ
の
状
態
を
当
期
陽
目
村
や
田
代
村
で
知
り
得
る
史

料
は
な
い
。

　
柏
原
組
内
鴫
田
村
は
、
田
代
村
の
東
方
に
所
在
し
、
組
内
で
は
、
比
較
的
水
利

に
恵
ま
れ
た
村
で
あ
っ
た
。

　
時
代
は
、
寛
文
期
か
ら
一
世
紀
以
上
も
下
る
も
の
で
あ
る
が
、
安
永
十
年
二

七
八
一
）
の
鴫
田
村
の
荒
地
状
況
を
示
す
史
料
が
あ
鮒

　
　
「
正
保
郷
帳
」
に
よ
る
と
鴫
田
村
は
、
田
高
三
一
石
四
合
、
畑
高
六
七
石
七
斗

一
升
六
合
、
計
九
八
石
七
斗
二
升
の
村
高
と
な
っ
て
い
る
。
安
永
十
年
、
こ
の
村

の
荒
地
は
、
水
田
反
別
で
五
反
七
畝
二
三
歩
、
四
石
六
斗
五
升
余
を
含
め
、
開
田
・

畑
地
・
開
畑
の
総
合
で
反
別
四
町
七
反
ハ
畝
余
、
石
高
で
二
三
石
一
一
斗
一
升
三

合
の
石
高
の
荒
地
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
村
高
の
二
四
八
Ｉ
セ
ン
ト
に
及
ぶ

数
値
に
当
る
。
こ
の
う
ち
、
四
反
八
畝
余
の
水
田
耕
地
と
そ
の
所
者
、
反
別
・
筆

数
を
示
し
た
の
が
、
次
の
1
4
表
で
あ
り
、
更
に
続
け
て
1
5
表
で
そ
の
中
の
Ｔ
人
の

百
姓
利
兵
衛
の
水
田
（
荒
地
）
の
所
有
状
況
を
表
示
し
た
。

町９

町30

町７

町23

町26

町26

町13

町16

町15

町165

２畝25歩

９畝12歩

３畝26歩

４畝９歩

６畝３歩

９畝10歩

６畝５歩

５畝18歩

１反３歩

4反8畝1歩

幸　　助

伊惣右衛門

幸右衛門

庄　　松

伊　兵　衛

利　兵　衛

庄左衛門

善　　助

伊左衛門

計

第14表　水田荒地　反別・筆数

字　名 地　下 反　別 分　米 筆数
郷ノ尾
同　　上

同　　上

沢渡　上

同　　平

下下田

下下田

下下田

下　田

下下田

2畝22歩

　　15歩

1畝03歩

4畝08歩

　　22歩

2斗2升9合

　　4升O合

　　8升8合

3斗8升4合

　　5升9合

町４

町４

町12

町14

町２

合　　計 一 9畝10歩 8斗O升O合 26

第15表　利兵衛の耕地

　
四
反
ハ
献
余
（
四
石
六
斗
余
）
の
水
田
は
、
幸
助
以
下
九
人
の
百
姓
の
所
有
と

な
っ
て
い
た
訳
だ
が
、
そ
の
水
田
の
総
筆
数
は
一
六
五
筆
か
ら
成
っ
て
い
た
。
こ

こ
に
も
驚
く
べ
き
数
値
が
見
ら
れ
る
。
九
人
の
百
姓
の
内
、
利
兵
衛
の
所
有
す
る

水
田
は
、
九
献
一
〇
歩
、
分
米
高
八
斗
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
総
筆
数
は
、
二
六
、

地
位
は
す
べ
て
下
田
以
下
で
、
そ
の
内
に
は
、
一
五
歩
四
筆
、
二
二
歩
二
筆
の
事

例
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

　
村
全
体
の
荒
地
の
中
に
は
、
荒
開
田
三
反
三
歩
余
、
分
米
二
石
七
斗
余
、
荒
開
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畑
一
町
三
反
弱
、
分
米
五
石
一
升
余
も
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
新
規
の
開
田
や
開

畑
も
荒
廃
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
江
戸
時
代
中
期
以
前
に
お
け
る
当
地

方
の
水
田
様
態
が
、
極
め
て
零
細
規
模
で
あ
り
、
不
安
定
な
条
件
下
に
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

七
、
お
わ
り
に

　
筆
者
は
、
相
当
以
前
に
、
当
地
域
に
お
け
る
幕
末
期
の
、
開
田
・
開
畑
事
業
に

つ
い
て
報
告
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
そ
の
報
告
で
は
、
結
論
と
し
て
、
当
地
方
は
、
相
当
古
い
時
期
に
開
田
事
業
は

限
界
に
末
て
お
り
、
開
畑
志
向
に
重
点
が
置
か
れ
る
ら
し
い
こ
と
を
、
導
き
出
し

た
。
　
ま
た
、
柏
原
組
に
近
い
穴
井
迫
組
山
田
村
・
玉
末
組
八
世
村
の
元
文
期
の
内
検

帳
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
古
田
」
が
、
山
間
の
谷
地
に
散
在
す
る
事
実
も
指
摘
し
た
。

　
迫
田
の
中
に
は
「
隠
田
辺
」
な
ど
と
称
す
る
も
の
が
見
ら
れ
、
耕
作
者
に
と
っ

て
は
、
比
較
的
容
易
に
水
利
を
求
め
得
、
一
方
で
は
、
「
余
禄
」
を
生
む
耕
地
で

あ
っ
た
。

　
藩
に
お
け
る
内
検
事
業
は
、
こ
う
し
た
零
細
な
耕
地
の
摘
発
に
よ
っ
て
、
微
積

の
集
積
に
よ
る
「
出
目
」
の
打
出
し
を
狙
っ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
畑
地
開
発
の
志
向
は
、
畑
地
の
多
様
な
耕
作
物
へ
の
栽
培
意
欲
と
、
そ

れ
に
対
す
る
藩
側
の
収
奪
が
、
畑
作
地
帯
の
農
民
の
反
感
を
生
む
で
あ
ろ
う
こ
と

も
否
定
で
き
ま
い
。

　
寛
文
元
年
の
「
柏
原
組
村
鏡
御
帳
」
に
見
ら
れ
る
様
々
な
数
値
は
、
更
に
類
似

史
料
の
探
索
に
よ
っ
て
近
世
期
の
岡
藩
領
の
農
村
経
済
の
様
態
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

　
註
巾
　
後
藤
「
菱
竿
検
地
史
料
の
所
見
」
『
別
府
大
学
紀
要
』
第
二
十
九
号
。

　
　
昭
和
六
十
三
年
。

個
　
『
史
学
雑
誌
』
　
「
一
九
八
八
年
の
回
顧
と
展
望
」
近
世
篇
。

閣
　
「
御
覧
帳
細
注
」
所
収
「
菱
竿
御
検
地
之
事
」
、
竹
田
市
立
図
書
館
所
蔵
。

㈲
　
「
柏
原
級
村
鏡
御
帳
」
大
分
県
直
入
郡
荻
町
後
藤
武
士
氏
所
蔵
「
垣
田
家

　
　
文
書
」
。

圓
　
巾
に
同
じ
。

㈲
　
大
分
県
大
野
町
刊
『
大
分
県
大
野
町
史
』
五
二
六
～
八
Ｐ
。

ｍ
　
直
入
郡
荻
町
後
藤
氏
文
書
。

㈲
　
後
藤
「
近
世
末
期
に
お
け
る
開
畑
の
性
格
」
別
火
『
史
学
論
叢
』
第
六
号
。

　
　
昭
和
四
十
八
年
。

圓
　
竹
田
市
刊
『
竹
田
市
史
』
中
巻
て
一
五
～
二
二
四
Ｐ
。

　
補
註

『
地
方
凡
例
録
』
所
収
の
「
土
地
善
悪
之
事
」
に
よ
る
と
、
「
畑
の
地
浅
な
る

ハ
、
作
物
の
口
受
強
く
甚
だ
悪
し
、
（
略
）
粘
り
て
口
堅
ま
る
は
、
下
下
の
土

な
り
、
又
、
原
付
の
高
ミ
は
、
田
畑
と
も
悪
地
と
知
る
べ
し
、
（
略
）
山
上
薄

柿
色
に
て
上
目
軽
く
、
又
、
焼
土
の
様
に
、
赤
く
粘
り
た
る
土
、
砥
石
の
ご
と

く
白
く
堅
ま
る
土
、
山
方
に
多
し
、
何
れ
も
取
分
悪
し
、
（
略
）
畝
ひ
置
き
た

る
田
に
、
稲
の
根
株
大
き
く
赤
く
沢
山
ミ
ゆ
る
は
、
地
性
悪
し
く
、
野
上
・
砂

上
に
て
、
締
り
な
き
ゆ
え
根
株
損
ぜ
ず
し
て
浮
易
く
、
大
く
沢
山
あ
る
は
、
甚

だ
悪
田
な
り
（
略
）
、
」
な
ど
、
耕
地
の
善
悪
に
つ
い
て
、
仔
細
な
解
説
が
見
ら

れ
る
。
「
悪
田
」
・
「
悪
地
」
・
「
悪
所
」
な
ど
は
、
土
質
・
日
射
・
水
利
・
草
場

そ
の
外
、
様
々
な
条
件
に
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
小
稿
中
に
登
場

す
る
「
悪
所
」
も
、
各
個
様
々
な
条
件
に
規
制
さ
れ
た
耕
地
を
さ
し
て
い
る
こ

と
は
勿
論
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
平
成
三
年
九
月
三
〇
口
　
受
理
－
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